
北 九 州 市 要 望 事 項 

要 望 項 目 要   望   の   要   旨 

１ 

地方創生の推進 本市におきましては、平成27年10月に「北九州市まち・

ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。その後、産

官学金労言住のオール北九州で構成する組織で、主体的か

つ積極的な取組を行っていく行動宣言を採択するなど地方

創生の実現に向け地域一体となり取り組んでいるところで

す。 

こうした中、国におきまして地方創生推進交付金が創設

され、今年度からの総合戦略の本格的な推進に向けて、先

駆的な取組等を後押ししていただく仕組みがつくられまし

た。 

そこで、本市では、県境を越えた下関市や、連携中枢都

市圏「北九州都市圏域」を形成している近隣16市町と連携

して、新たな観光振興事業等を実施するための地域再生計

画及び地方創生推進交付金に係る実施計画を提出し、8月30

日に計画が認定され、交付が決定されました。 

こうした取組を推進することにより、２つの圏域間連携

という新たな枠組みを構築し、相乗効果での魅力向上を図

ることで、国内のみならずインバウンドの観光客なども本

地域に引き込み、18市町連携による地方創生を実現するも

のです。そして、国が掲げる訪日外国人旅行者数の増加に

向けて、本地域も貢献してまいります。また、事業につき

ましては毎年度見直し、さらなる充実を図っていく予定で

す。 

また、未来への投資につながる先導的な施設整備等を支

援する地方創生拠点整備交付金も国の平成28年度第二次補

正予算に盛り込まれました。これまでのソフト事業のみな

らず施設整備等の事業においても地方創生を効果的に進め

ることができることから、自治体として使用しやすい運用

ができるようお願いします。 

本市は、地方創生の成功モデル都市を目指し、また我が

国のフロントランナーとして汗をかき、日本成長のエンジ

ンの一つとなれるよう、力を尽くしていく所存です。 

つきましては、本市の地方創生を加速させるため、地方

創生推進交付金、地方創生拠点整備交付金などの財政支援

や、地域再生計画で位置づけたものが着実に実施できるよ

うご支援いただくよう要望します。 





要 望 項 目 要   望   の   要   旨 

２ 

国家戦略特区（介護

ロボットの実証実

装）の推進への支援

北九州市は「高年齢者の活躍や介護サービスの充実による人口減

少・高齢化社会への対応」をテーマに国家戦略特区に指定されました。

今後、本市では、ロボットテクノロジー等の先進的技術を活用し、

身心の負担の軽減や介護現場の働き方を変えていくという「先進的介

護」のあり方を示して、国の介護保険制度へ反映させることを目指し

ます。 

本年 6 月には国の「ニッポン一億総活躍プラン」や「日本再興戦略

2016」が閣議決定され、「介護離職ゼロ」対策の一つとして、労働負担

軽減のために介護ロボット等の活用を推進することや、ロボット等の

導入による介護現場の生産性向上に向けた実証を通じて、介護報酬や

人員配置・施設の基準の見直し等を検討することなどが盛り込まれま

した。 

これはまさに本市が特区で取り組む「先進的介護」の実証プロジェ

クトと方向性を同じくするものであるため、国のプランを積極的にリ

ードするとともに、本市の実証の成果が国の介護保険制度の改正に貢

献できるよう取り組んでまいります。また、地域産業の振興に寄与さ

せるため、介護分野のロボット産業の集積を図り、わが国の介護ロボ

ットを牽引する地域を目指していきます。 

 つきましては、介護ロボット等のロボットテクノロジーを活用した

研究開発・実証・導入プロジェクトへの財政支援措置の拡大と、さら

なる規制改革の推進、並びに、特区事業による所得控除の対象分野を

「介護ロボットの研究開発及び製造」分野にまで拡大されるようお願

いします。 




